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7.5. ᑠᆺ့ங㢮（ノ࣑ࢬࢿ㢮ཬࡧ㣗⹸㢮）の放射性セシウム 
 

（㸯）┠的 

福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤ事故にࡾࡼ放ฟࢀࡉた放射性≀㉁は、㝣ᆅではከࡃの㠃✚を༨め

る森林でⴠ葉ᒙࡸᅵተ表ᒙに⵳✚ࢀࡉた。森林生ែ⣔にࡅ࠾る放射性≀㉁のືែࡸ野生ື

ᅵተ୰を生ά✵間とすࡸる。ᆅ表ࢀࡽ求めࡀࢢタリンࢽのᙳ㡪ᢕᥱのために⥅⥆的モ࡬≀

るᑠᆺ့ங㢮のノ࣑ࢬࢿ㢮ࡸ㣗⹸㢮にとࡗては、放射性≀㉁にࡼるእ㒊⿕᭚ࡅࡔでࡃ࡞、ⴠ

葉ᒙࡸᅵተとの直᥋の᥋ゐࡸ採㣗を通じて体ෆに取ࡾ㎸ࢀࡲた放射性≀㉁にࡼるෆ㒊⿕᭚

㉁を㣵とし、㣗≀ືࡸ㉁≀᳜࡞㢮の㣗性は㞧㣗性で、ከᵝ࣑ࢬࢿる。ᑠᆺ့ங㢮のノࡁ㉳ࡶ

⹸㢮の㣗性はື≀㉁を୺に㣵としている。一᪉、ࡽࢀࡇのᑠᆺ့ங㢮は、ୖ ఩ᤕ㣗⪅の⿕㣗

ື≀とい࠺生ែ的ᆅ఩に࠶る。ࡽࢀࡇのᑠᆺ့ங㢮は、ࡀࢃᅜの森林に生ᜥするᬑ通種で、

≉にノ࣑ࢬࢿ㢮のᤕ⋓は比㍑的ᐜ᫆࡞ため、⥅⥆的ㄪᰝࡸ௚ᆅᇦとの比㍑検ウに㒔ྜࡀⰋ

い。野生ື≀にࡅ࠾る⥅⥆的࡞モࢽタリンࢢ対㇟として㔜せ࡞生≀とゝ࠼る。 

� ノ࣑ࢬࢿ㢮のア࣑࢝ࢬࢿとࡧࡼ࠾࣑ࢬࢿ࣓ࣄ㣗⹸㢮のࢬ࣑ࣄは、放射性セシウムの体ෆ

⵳✚濃度ࡀ㧗いࡇとࡲࢀࡇࡀでのㄪᰝ࠿ࡽ᫂ࡽ࠿にࡗ࡞た。ࡽࢀࡇのᑠື≀を୰ᚰに、放射

性セシウムの⛣⾜・⵳✚ࡸ個体変␗࡝࡞の࣓࢝ࢬࢽムを᫂࠿ࡽにするために⥅⥆的࡞ㄪᰝ

研究ࡀᚲせで࠶る。 

� ᮏ年度は、ྛ ㄪᰝᆅでᑠᆺ့ங㢮のᤕ⋓を⾜い、ᤕ⋓個体の放射性セシウム濃度ศᯒを⾜

い経年変化にࡘいて比㍑検ウした。ࡲた、生ᜥ⎔ቃにࡅ࠾るア࣑࢝ࢬࢿの体ෆ濃度࡬のᙳ㡪

を᫂࠿ࡽにするために、生ᜥᆅのⴠ葉ᒙとᅵተᒙの放射性セシウム濃度ࡽ࠿ア࢝࡬࣑ࢬࢿ

の⛣⾜ಀ数を⟬ฟし比㍑した。 

 

（㸰）ㄪᰝᆅと᪉ἲ 

� ㄪᰝᆅは㸯）原Ꮚຊ発㟁ᡤࡽ࠿ 29 km の福島┴㣤⯓ᮧのᅜ᭷林（㧗線㔞ᆅ、㣤⯓ㄪᰝᆅと

間線㔞⋡ 4.5 µSv/h、2014✵。ࡪࡼ 年 9 月ୗ᪪測定）、㸰）原Ꮚຊ発㟁ᡤࡽ࠿ 27 km の福島

┴ᕝෆᮧのᅜ᭷林（୰線㔞ᆅ、ᕝෆㄪᰝᆅとࡪࡼ。✵間線㔞⋡はᖹᆒ 3.6 µSv/h、2011 年 10

月ୗ᪪測定）、ཬࡧ㸱）原Ꮚຊ発㟁ᡤࡽ࠿ 70 km のⲈᇛ┴໭Ⲉᇛᕷのᅜ᭷林（ప線㔞ᆅ、ᑠ

ᕝㄪᰝᆅとࡪࡼ。✵間線㔞⋡ 0.2 µSv/h、12 月ୖ᪪測定）の 3 ⟠ᡤで࠶る。ࡽࢀࡇのㄪᰝᆅ

で、2020 年度にࡲࢀࡇでとྠᵝに 10～12 月にシࣕーマントラࣉࢵ⣙ 80～120 個を 3～4 ᬌ

タ⨨してᤕ⋓を⾜ࡗた。㣵は⇩㯏を౑用した。ᤕ⋓個体はⅣ㓟࢞ࢫでẅฎศ後に、体㔜࡝࡞

እ㒊計測を⾜い、㱋ẁ㝵にศࡅた。ᤕ⋓個体はẟ⓶、ෆ⮚ཬࡧ㦵᱁➽（㦵᱁をྵࡴ）にศࡅ、

放射性セシウム測定の๓ฎ⌮を⾜ࡲ࠺では෭෾ಖ⟶した。๓ฎ⌮として原๎的に⅊化後に

◲㓟ࢼトリウムをΰྜし、U-8 ᐜჾにヨᩱをධࢀた。ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾを用いて࢞

ンマ線ࢡ࣌ࢫト࣓ࣟトリἲにࡾࡼ Cs-134 ཬࡧ Cs-137 濃度を測定した。࠾࡞、ᤕ⋓個体の放

射性セシウム濃度表示は生㔜㔞ᙜたࡾで表示し、ῶ⾶⿵ṇのᇶ‽᪥はྛ年の 9 月 1 ᪥とし

た。ア࣑࢝ࢬࢿの生ᜥ⎔ቃのᢕᥱのために、ⴠ葉ᒙとᅵተᒙにࡅ࠾る放射性セシウム濃度測
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定を㧗線㔞ᆅ（㣤⯓ㄪᰝᆅ）とప線㔞ᆅ（ᑠᕝㄪᰝᆅ）でᐇ᪋し、୰線㔞ᆅ（ᕝෆㄪᰝᆅ）

ではᮏㄪᰝ事ᴗのヲ⣽ㄪᰝ I の್（林野ᗇ、2020）を౑用した。濃度測定に౑用したⴠ葉ᒙ

とᅵተᒙは㧗線㔞ᆅ（㣤⯓ㄪᰝᆅ）では 12 ᆅⅬ、ప線㔞ᆅ（ᑠᕝㄪᰝᆅ）では 10 ᆅⅬで採

取し、ᑠᆺ့ங㢮ᤕ⋓ㄪᰝ᫬にᐇ᪋した。ⴠ葉ᒙは᪉ᙧ༊（25 cm×25 cm）を用いてᯟෆの

す࡭てのሁ✚᭷ᶵ≀を採取し、ᅵተᒙはⴠ葉ᒙの採取ᆅⅬで採ᅵ෇⟄（Daiki、㧗ࡉ 5 cm、

ෆᚄ 11 cm）を用いて表ᒙ 0-5 cm のᅵተを採取した。ࡽࢀࡇのヨᩱは஝⇱・⢊○のฎ⌮を⾜

ࡾࡼト࣓ࣟトリἲにࢡ࣌ࢫウム༙ᑟ体検ฟჾを用いて࢞ンマ線ࢽルマࢤ、た後ࡗ Cs-134 ཬ

ࡧ Cs-137 濃度を測定した。 

 

（㸱）結果と⪃察 

１）小型哺乳類の捕獲した種類と数 

� ノ࣑ࢬࢿ㢮では、ア࣑࢝ࢬࢿは 2020 年 10～11 月にᑠᕝㄪᰝᆅで 15 㢌、ᕝෆㄪᰝᆅで 20

㢌、ཬࡧ㣤⯓ㄪᰝᆅで 41 㢌ࡀᤕ⋓࠿࡯、ࢀࡉにࡸ࣑ࢬࢿ࣓ࣄヤࡶ࡝࡞࣑ࢬࢿࢳᤕ⋓ࢀࡉた

（表 7.5.-1）。ᤕ⋓後にእ㒊計測とゎ๗࡝࡞をᐇ᪋し、放射性セシウム濃度の測定を⾜ࡗた。 

ᮏ年度は事故後 10 年┠で࠶るࡀ、㧗線㔞ᆅに࠾いてࡲ、ࡶたࡾࡼࢀࡑ濃度のపい 2 ᆅᇦ

に࠾いてࡶ、ᑠᆺ့ங㢮のᤕ⋓ࡀ⥅⥆的にでࡁているࡇとࡽ࠿㸪ྛ 個体群はᏑ⥆⥔ᣢࢀࡉて

 。る࠼ているといࢀࢃ⾜的に⥆⥅ࡶṪ⦾ࡶࡽ࠿たᤕ⋓個体の計測ゎ๗ࡲ、ࡾ࠾

 

表 7.5.-1� 年度ごとにᤕ⋓したᑠᆺ့ங㢮の種㢮と数 

 

ሙᡤ 種 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ྜ計

ᑠᕝ ア࣑࢝ࢬࢿ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

࣑ࢬࢿ࣓ࣄ � �� �� �� �� � � �� �� �� ���

ヤ࣑ࢬࢿࢳ � � � � � � � � � � �

アࢬマモࢢラ � � � � � � � � � � �

ࢬ࣑ࣄ � � � � � � � � � � ��

࣑ࢬࢿࢪ � � � � � � � � � � �

計 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

ᕝෆ ア࣑࢝ࢬࢿ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

࣑ࢬࢿ࣓ࣄ � �� �� �� �� �� �� �� � �� ���

ヤ࣑ࢬࢿࢳ � � � � � �� � �� � �� ��

アࢬマモࢢラ � � � � � � � � � � �

ࢬ࣑ࣄ � � � � �� �� � � � � ��

࣑ࢬࢿࢪ � � � � � � � � � � �

࣑ࢬࢿマࢡ � � � � � � � � � � �

計 �� �� �� �� �� ��� �� �� �� �� ���

㣤㤋 ア࣑࢝ࢬࢿ � �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

࣑ࢬࢿ࣓ࣄ � �� �� �� �� �� �� � � � ���

ヤ࣑ࢬࢿࢳ � � � �� � � � � � � ��

アࢬマモࢢラ � � � � � � � � � � �

ࢬ࣑ࣄ � � � �� �� � � � � � ��

࣑ࢬࢿࢪ � � � � � � � � � �

計 � �� �� �� �� �� �� �� �� �� ���

森林⥲研 アࢬマモࢢラ � � � � � � � � � � �

ྜ計 �� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� �����

���ᮍᐇ᪋
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２）アカネズミ体内における放射性セシウム濃度の経年変化 

� ア࣑࢝ࢬࢿの➽⫗୰（㦵᱁ࡴྵࡶ）の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度のྜ

計）の 2020 年度の濃度を検ウした（図 るࡅ࠾᫖年度のሗ࿌᭩に、࠾࡞。（1-.7.5 2019 年度の

್は㏿ሗ್を౑用したࡀ、ᮏሗ࿌᭩では᭱⤊್を౑用している。 

㧗線㔞ᆅ（㣤⯓ㄪᰝᆅ）のᖹᆒ濃度は 8.5 kBq/kg（±1.8 kBq/kg、ᶆ‽ㄗᕪ）を示し、2019

年度に比࡭ⱝᖸቑຍした。ᙜㄪᰝᆅでㄪᰝを開ጞした 2012 年度の್と比㍑すると、2020 年

度は 57㸣ῶᑡした。一᪉、୰線㔞ᆅ（ᕝෆㄪᰝᆅ）のᖹᆒ濃度は 1.1 kBq/kg（±0.2 kBq/kg）

を示し、2019 年度のᖹᆒ್ࡶࡾࡼῶᑡし、事故直後の 2011 年度の್と比㍑すると、82㸣ῶ

ᑡした。ప線㔞ᆅ（ᑠᕝㄪᰝᆅ）のᖹᆒ濃度は 0.5 kBq/kg（±0.1 kBq/kg）を示し、2019 年度

に比࡭ⱝᖸቑຍした。2011 年度と比㍑すると 2020 年度は 66㸣ῶᑡした。 

事故後 9 年を経㐣し、ア࣑࢝ࢬࢿにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は大ࡃࡁぢるとపୗഴྥ

を示したࡀ、≉に㧗線㔞ᆅではいࡔࡲに㧗い್を⥔ᣢしているࡇと࠿ࡽ᫂ࡀにࡗ࡞た。ࡇの

は個体群࣑ࢬࢿア࢝、ࡶいて࠾生ᜥ⎔ቃで㧗濃度の放射性セシウム体ෆ⵳✚≧ἣに࡞࠺ࡼ

を⥔ᣢし、⦾Ṫを⥅⥆しているࡇと࠿ࡽ᫂ࡀにࡗ࡞た。ࡇのഴྥはᏳ定してㄆめࢀࡽた。 

放射性セシウムの体ෆ濃度は、年ḟูにࡳると変ືࡀ大ࡃࡁ、≉に㧗線㔞ᆅはᶆ‽ㄗᕪࡶ

大ࡀࡁࡘࡽࡤࡃࡁ大ࡁい。3 ㄪᰝᆅの್の大ᑠは、㧗線㔞ᆅ㸼୰線㔞ᆅ㸼ప線㔞ᆅで࠶るࡇ

とࡽ࠿、ア࣑࢝ࢬࢿ体ෆの放射性セシウム濃度は生ᜥᆅのởᰁ≧ἣに大ࡃࡁᙳ㡪ࢀࡉてい

るとい࠼るࡀ、変ືの大ࡉࡁにࡘいて⪃察するためには、生ᜥ⎔ቃࡸ㣵࡝࡞、ア࣑࢝ࢬࢿに

関ࢃる生ែ⣔ࡀ୚࠼るᙳ㡪にࡘいて᫂࠿ࡽにするᚲせ࠶ࡀる。 

放射性セシウム濃度のపୗにకࡗて、㠀検ฟの個体ࡀㄆめࢀࡽる࠺ࡼにࡗ࡞てࡁた。≉に

༙ῶ期の▷い Cs-134 では、ศᯒ個体数に対する検ฟ㝈⏺ᮍ‶（ᖹᆒ 0.005kBq/kg）の個体数

の๭ྜ（%）ࡀ、ప線㔞ᆅでは 2016 年度௨㝆ࡽ࠿ቑຍし、୰線㔞ᆅࡸ㧗線㔞ᆅでは 2020 年

度ࡽ࠿ฟ⌧してࡁた。 

2011～2020 年度のア࣑࢝ࢬࢿ成⋇の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度のྜ

計）のᖹᆒ್を 3 ㄪᰝᆅ間で比㍑すると、ప線㔞ᆅを 1 とすると、㧗線㔞ᆅは 20.7 ಸ、୰

線㔞ᆅは 6.2 ಸに┦ᙜした。 
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図 7.5.-1� 㧗線㔞ᆅ、୰線㔞ᆅཬࡧప線㔞ᆅにࡅ࠾るア࣑࢝ࢬࢿ成⋇の➽⫗（㦵᱁ྵࡴ）

୰の放射性セシウムᖹᆒ濃度とᶆ‽ㄗᕪの事故後の推⛣。図୰のセシウム 134 線ୖの

数್は、ศᯒ個体数に対する検ฟ㝈⏺ᮍ‶の個体数の๭ྜ（%）を示す。 
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３）アカネズミ生息地における放射セシウム濃度の年次変動 

� ア࣑࢝ࢬࢿの体ෆの放射性セシウム濃度にᙳ㡪を୚࠼る生ᜥᆅのⴠ葉ᒙࡸᅵተの放射性

セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 のྜ計）の年ḟ変化を検ウした（図 7.5.-2）。 

㧗線㔞ᆅでは、測定を開ጞした 2013 年度ࡽ࠿ 2016 年度にࡅ࠿てⴠ葉ᒙとᅵተᒙ（0-5 cm

῝、௨ୗྠᵝ）の್ࡀ大ࡃࡁపୗし、ⴠ葉ᒙでは 2013 年度の 380 kBq/kg ஝㔜ࡽ࠿ 2016 年

度の 87 kBq/kg ஝㔜ࡲで 1/4 ⛬度にῶᑡし、2018、2019 年度は 75 kBq/kg ஝㔜、2020 年度は

50 kBq/kg ஝㔜でࡗ࠶た。ᅵተᒙでは 2013 年度の 72 kBq/kg ஝㔜ࡽ࠿ 2016 年度の 38 kBq/kg

஝㔜に༙ࡰ࡯ῶし、2017～2019 年度はྠᵝの （್38 kBq/kg ஝㔜）、2020 年度は 50 kBq/kg ஝

㔜でࡗ࠶た。୰線㔞ᆅでは、ⴠ葉ᒙとᅵተᒙの್は 2012 年度に᭱大್を示し、ࡑの後పୗ

し、ⴠ葉ᒙで 380～70 kBq/kg ஝㔜、ᅵተᒙでは 28～12 kBq/kg ஝㔜の⠊ᅖで推⛣し、2016～

2019 年度はྠࡰ࡯ᵝの್で、2020 年度はⱝᖸቑຍし 24 kBq/kg ஝㔜にࡗ࡞た。ప線㔞ᆅで

は、2011 年度に᭱㧗್を示し、ࢀࡑ௨㝆పୗした2014、ࡀ 年度௨㝆は大࡞ࡁ変化はぢࢀࡽ

た。ⴠ葉ᒙでࡗ࠿࡞ 21～7 kBq/kg ஝㔜、ᅵተᒙで 3～2 kBq/kg ஝㔜の⠊ᅖで推⛣し、2018～

2019 年度にはྠᵝの್で、2020 年度にⴠ葉ᒙはⱝᖸపୗした。ࡽࢀࡇをࡲとめると、いࡎ

ⴠ葉ᒙとᅵተᒙの放射性セシウム濃度は、ࡶいて࠾のᆅᇦにࢀ 2016 年௨㝆Ᏻ定して推⛣し

ている。 

� 2011～2020 年度のⴠ葉ᒙとᅵተᒙにࡅ࠾る放射性セシウム濃度のᖹᆒ್を 3 ㄪᰝᆅ間で

比㍑すると、ప線㔞ᆅを 1 とすると、ⴠ葉ᒙでは୰線㔞ᆅは 15.8 ಸ、㧗線㔞ᆅは 16.5 ಸと

ᅵተᒙでは୰線㔞ᆅは、ࡾ࡞ 9.2 ಸ、㧗線㔞ᆅは 23.4 ಸに┦ᙜした。 

ア࣑࢝ࢬࢿの生ά✵間はᅵተᒙࡸⴠ葉ᒙで、ᅵተᒙにトンࢿルを᥀ࡾ生άする。ⴠ葉ᒙの

放射性セシウム濃度は大ࡃࡁపୗしてࡁてࡾ࠾、体ෆの放射性セシウム濃度の年ḟ変化と

は一⮴し࡞い。濃度変化ࡅࡔをぢࡤࢀ、ア࣑࢝ࢬࢿ体ෆの放射性セシウムởᰁは、ⴠ葉ᒙࡼ

ࢀࡑ検ウのため、ḟ⠇ではⴠ葉ᒙとᅵተ࡞る。ヲ⣽࠼にぢ࠺ࡼるࡅཷࡃᅵተのᙳ㡪をᙉࡶࡾ

て求める⛣⾜ಀ数の違ࡗࡼの放射性セシウム濃度と体ෆ放射性セシウム濃度との比にࢀࡒ

いをぢてࡳる。 
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４）アカネズミにおける放射性セシウムの生息地から体内への移行係数 

� ア࣑࢝ࢬࢿ成⋇体ෆの放射性セシウム濃度の≧ἣと生ᜥ⎔ቃの放射性セシウム濃度との

関ಀを検ウするために、体ෆ放射性セシウム濃度を生ᜥᆅのⴠ葉ᒙཬࡧᅵተᒙの放射性セ

シウム濃度で㝖した್を⛣⾜ಀ数として、ࡑの年ḟ変化を示した（図 7.5.-3）。年ḟ間のࡽࡤ

ྛ、する┠的でࡃすࡸᅵተのᙳ㡪をศᯒしࡧいため、ㄪᰝᆅᇦ間のⴠ葉ᒙཬࡁ大ࡀࡁࡘ 年ḟ

の್をᖹᆒして௨ୗに示す。ྛ ㄪᰝᆅにࡅ࠾るⴠ葉ᒙࡽ࠿ア࣑࢝ࢬࢿ体ෆ࡬の⛣⾜ಀ数（ᖹ

ᆒ್±ᶆ‽ㄗᕪ）の඲期間のᖹᆒ್は、㧗線㔞ᆅ（8 年間）で 0.13±0.03、୰線㔞ᆅ（10 年間）

で 0.05±0.01 ప線㔞ᆅでࡧࡼ࠾ 0.12±0.03 の್を示した。ᅵተᒙࡽ࠿の⛣⾜ಀ数（ᖹᆒ್±ᶆ

‽ㄗᕪ）は、㧗線㔞ᆅで 0.34±0.05、୰線㔞ᆅで 0.27±0.04 ప線㔞ᆅでࡧࡼ࠾ 0.39±0.04 の್
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図 7.5.-2� 㧗線㔞ᆅ、୰線㔞ᆅཬࡧప線㔞ᆅにࡅ࠾るⴠ葉ᒙとᅵተᒙにࡅ࠾る放射性セシ

ウム濃度（Cs-134 と Cs-137 のྜ計）の事故後の推⛣ 
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を示した。ⴠ葉ᒙࡽ࠿の⛣⾜ಀ数は୰線㔞ᆅでࡸࡸపい್でࡗ࠶たࡀ、ᅵተࡽ࠿の⛣⾜ಀ数

は 3 ㄪᰝᆅとྠࡶ⛬度の್にࡗ࡞た。ⴠ葉ࡸᅵተは直᥋の㣵ではࡃ࡞、放射性セシウムࡀⴠ

葉ᒙࡽ࠿ᅵተᒙに⛣⾜した後に᳜≀に྾཰ࡑ、ࢀࡉの᳜≀࡝࡞を㣵とするࡇとを௓してア

の⛣⾜ಀࢀࡎにいࡽࡉ。るࢀࡽ࠼⪄体ෆの放射性セシウム濃度に関୚していたと࣑ࢬࢿ࢝

数ࡶ 2016 年度、2017 年度ࢁࡇに㧗ࡗ࡞ࡃていたࡇとは、林ᗋに集✚していた放射性セシウ

ムࡇࡀの㡭に᳜≀体に྾཰ࡸࢀࡉすࡗ࠿たࡇとを示၀しているྍ⬟性࠶ࡀる。ア࣑࢝ࢬࢿ

成⋇の➽⫗୰の放射性セシウム濃度のᖹᆒ್はపい≧ែࡀ⥆いている、࠶るいはపୗഴྥ

を示しているࡇとࡽ࠿、ᮏㄪᰝは⤊஢する。 

 

   
引用文献 
林野ᗇ（ 2020）௧࿴元年度森林ෆの放射性≀㉁のศᕸ≧ἣㄪᰝ結果にࡘいて㸬

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/R1_jittaihaaku.html 

  

図 7.5.-3 ア࣑࢝ࢬࢿにࡅ࠾る放射性セシウムの生ᜥᆅ（ᅵተᒙとⴠ葉ᒙ）ࡽ࠿体ෆ࡬の⛣

⾜ಀ数 
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7.6.� 森林生ែ⣔にࡅ࠾る≉用林⏘≀にಀるㄪᰝ 

7.6.1.� 野生ࡁのࡇの放射性セシウム྾཰࣓࢝ࢬࢽムのゎ᫂ 

 

（㸯）┠的 

� 野生ࡁのࡇは山菜࡝࡞ととࡶに放射性セシウムの濃度ࡀ㧗いഴྥをᣢࡘ。野生ࡁのࡇの

放射性セシウム濃度は種ごとの≉性ࡸ⎔ቃ᮲௳ࡀᙳ㡪すると⪃ࢀࡽ࠼ている。ࡇࡑで、種ࡸ

採取ᆅⅬごとのࡁのࡇの放射性セシウム濃度を推定するために、」数のㄪᰝᆅでᵝ࡞ࠎ種

にࡘいて放射性セシウム濃度を測定し、ࡁのࡇの生άタイࡸࣉศ㢮群（ࡇࡇではᒓを対㇟と

する）レ࣋ルでの比㍑ࡸ年変化にࡘいてゎᯒを⾜ࡗた。ࡲた、放射性セシウムのືែを▱る

ために事故௨๓ࡽ࠿⮬↛にᏑᅾし、似たᣲືを示すと⪃ࢀࡽ࠼るᏳ定ྠ఩体セシウムྠࡸ

᪘のルビࢪウムにࡘいてศᯒを⾜ࡗた。 

 

（㸰）᪉ἲ 

１）野生きのこの放射性セシウム調査 

� ㄪᰝは 2020 年 6 月ࡽ࠿ 10 月にࡅ࠿て⾜ࡗた。ㄪᰝᆅの఩⨨を図 7.6.1.-1 に示した。ㄪᰝ

ᆅは᫖年に引ࡁ⥆ࡁ、福島┴㣤⯓ᮧの࠶いのἑキࣕンࣉሙ（௨ୗ、㣤⯓）、福島┴㒆山ᕷの

福島┴林ᴗ研究センターᵓෆ（㒆山）、Ⲉᇛ┴໭Ⲉᇛᕷのᑠᕝヨ㦂ᆅ（ᑠᕝ）、Ⲉᇛ┴ࡤࡃࡘ

ᕷの森林⥲ྜ研究ᡤᵓෆ（ࡤࡃࡘ）の 4 ⟠ᡤとした（図 7.6.1.-1, 表 7.6.1.-1）。森林⥲ྜ研究

ᡤᵓෆ௨እのㄪᰝᆅでは、Ꮚᐇ体を採取する㝿、ᆅୖ㧗 1m で NaI シンࢳレーシࣙンᘧࢧー

࣋イ࣓ータを用いて✵間線㔞⋡を測定した。採取したヨᩱは࢜ーブンで஝⇱後、࢝ ター࣑ࢵ

ルで⢊○し、100 ml たはࡲ 50 ml ᐜ㔞の࣏リᐜჾに඘ሸしたのࢤ、ࡕルマࢽウム༙ᑟ体検ฟ

ჾを用いて放射性セシウム（Cs-137）濃度（Bq/kg）を測定した。濃度はㄪᰝ年の 9 月 1 ᪥

にῶ⾶⿵ṇした。 

 

２）野生きのこの安定同位体セシウム濃度 

� 2020 年度のㄪᰝで Cs-137 濃度を測定したᏊᐇ体 40 検体（㣤⯓とᑠᕝのࢧンࣉルྛ 20 検

体）にࡘいて ICP-MS（Agilent 〇 7700seriesICP-MS）を用いて、Ᏻ定ྠ఩体セシウム（Cs-

133）と、セシウムとྠ᪘のルビࢪウムの濃度を測定した。 

 

３）野生きのこの移行係数 

� ㄪᰝᆅのࡕ࠺、㒆山のㄪᰝᆅでは、ᅵተࡽ࠿発生した野生ࡁのࡇととࡶに、近ഐのⴠ葉ᒙ

表ᒙᅵተ（0-5 cmࡧࡼ࠾ ᒙ）を採取した。ⴠ葉ᒙは一㎶ 25 cm のṇ᪉ᙧのᯟෆのሁ✚᭷ᶵ≀

をす࡭て、ࡲた表ᒙᅵተᒙは直ᚄ 11 cm、῝ࡉ 5 cm の採ᅵ෇⟄を用いて採取した。ࢧンࣉ

ルはࢀࡒࢀࡑヨᩱ㔜と Cs-137 濃度を測定し、༢఩㠃✚࠶たࡾの⵳✚㔞（Bq/m2）に᥮⟬した。

採取した野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度と対ᛂするⴠ葉ᒙ・ᅵተの Cs-137 ⵳✚㔞ࢀࡒࢀࡑࡽ࠿㠃

⛣⾜ಀ数（m2/kg）を求めた。ᶞᮌࡽ࠿発生しているᮌᮦ⭉ᮙ⳦のሙྜはࡁのࡇとᮦをセࢵ
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トで採取し、ᮦは஝⇱後࢝ࢵター࣑ル➼で⢊○し、஝⇱㔜㔞ᙜたࡾの Cs-137 濃度を測定し

た。ࡁのࡇとᮦの濃度ࡽ࠿⛣⾜ಀ数（༢఩↓し）を求めた。 

 

 

 

 

図 7.6.1.-1� ㄪᰝᆅの఩⨨ 

ᆅ図は第 5 ḟ⯟✵ᶵモࢽタリンࡧࡼ࠾ࢢ福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤࡽ࠿ 80 km ᅪእの⯟✵ᶵモ

たࢀࡉの測定結果で示ࢢタリンࢽ Cs-137 のỿ╔ᆅ図（2012 年 6 月 28 ᪥᫬Ⅼ）を౑用 

 

 

表 7.6.1.-1� ㄪᰝᆅの Cs-137 ỿ╔㔞（⯟✵ᶵモࢽタリンࢢ（第 5 ḟࡧࡼ࠾ 80 km ᅪእの測

定結果ࡧࡼ࠾（（ࡾࡼᏊᐇ体近ഐᆅୖ㧗 1m の✵間線㔞⋡ᖹᆒ್（µSv/h） 

ㄪᰝᆅ 
Cs-137 ỿ╔㔞

(kBq/m2) 

✵間線㔞⋡(μSv/h) 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

㣤⯓ 810～880 2.76 2.96 1.83 1.53 0.80 0.65 0.56 0.52 

㒆山 120～140 0.65 0.48 0.39 0.49 0.40 0.36 0.35 0.26 

ᑠᕝ 38～42 0.18 0.18 0.13 0.13 0.07 0.06 0.06 0.05 

 NA NA NA NA NA NA NA NA 28～26 ࡤࡃࡘ
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（㸱）結果 

１）野生きのこの放射性セシウム調査 

表 7.6.1.-1 にᏊᐇ体採取᫬に計測したᆅୖ㧗 1m の✵間線㔞⋡のᖹᆒ್を示した。ྛㄪᰝ

ᆅで✵間線㔞⋡のῶᑡഴྥࡀㄆめࢀࡽたࡀ、年ࠎ変化㔞はᑠࡗ࡞ࡃࡉている。図 7.6.1.-2 に

ㄪᰝᆅごとのᏊᐇ体の測定結果を⟽ࡆࡦ図にて示した。ㄪᰝᆅごとにᏊᐇ体の Cs-137 濃度

をぢると、ࡲࢀࡇでとྠᵝに検体にࡗࡼて᭱大್と᭱ᑠ್（ࡆࡦの୧➃）は 1000 ಸ⛬度␗

の濃度は（のᅄศ఩Ⅼの間ࡘたࡩ）ルࣉンࢧ50㸣の、ࡾ࠾てࡗ࡞ 10～30 ಸ⛬度の⠊ᅖに࠶

ᑠᕝでࡸた一᪉、㒆山ࢀࡽㄆめࡀにῶᑡしているഴྥࠎᚎࡀ୰ኸ್ࡁ⥆ࡁた。㣤⯓では引ࡗ

は、㒆山の 2019 年ࡑ、࡝࡞の年に採取ࢀࡉたศ㢮群の೫ࡾのᙳ㡪にࡗࡼて大ࡃࡘࡽࡤࡃࡁ

はࡤࡃࡘ。たࡗ࠿࡞ࢀࡽቑῶഴྥはㄆめ࡞☜᫂、ࡾ࠶ࡶとࡇ 2020 年度のㄪᰝで୰ኸ್ୖࡀ

᪼し、ỿ╔㔞のከい㒆山ࡸᑠᕝࡶࡾࡼ㧗ࡗ࡞ࡃた。 

図 7.6.1.-3 にྛㄪᰝᆅ、ㄪᰝ年の Cs-137 濃度にࡘいて、生άタイࣉ（⳦᰿・ᮌᮦ⭉ᮙ・ⴠ

葉ศゎ）ごとにศࡅて示した。ࡲࢀࡇでのㄪᰝ結果に引2020、ࡁ⥆ࡁ 年度のㄪᰝでࡶ、⳦

᰿⳦の Cs-137 濃度のࡀ࠺࡯௚の 2 タイࡶࡾࡼࣉ㧗いഴྥࡸ検体ごとの濃度のࡀࡁࡘࡽࡤ௚

のタイࡶࡾࡼࣉ大ࡁいഴྥࡀㄆめࢀࡽた。Cs-137 濃度のഴྥを☜ㄆするため、Cs-137 濃度

のᖖ用対数್をᛂ⟅変数とし、生άタイࣉとㄪᰝᆅ、採取年をㄝ᫂変数とした㔜ᅇᖐศᯒを

表）ࢁࡇたとࡗ⾜ 7.6.1.-2）、⳦᰿⳦はᮌᮦ⭉ᮙ⳦ࡸⴠ葉ศゎ⳦と比࡭て᭷ព（p<0.05）に Cs-

137 濃度ࡀ㧗いࡇとࡀ示ࢀࡉた。ࡲたㄪᰝᆅにࡼるຠ果の比㍑では、㒆山ࡶࡾࡼᑠᕝの濃度

るຠ果（表࡞ࡃ㧗ࡀ 7.6.1.-2 では㣤⯓をᇶ‽としたሙྜのᙳ㡪࡞ので、㈇の数ࡀᑠࡉい࡝࡯

濃度ࡀ㧗いࡇとを示す）ࡀㄆめࢀࡽた。ࡽࡉに、採取年のಀ数は-0.03 と᭷ពに㈇で࠶るࡇ

とࡀ示ࢀࡉた（p=0.002）。たࡔし、年変化ഴྥはㄪᰝᆅࡸ生άタイࣉにࡗࡼて␗࡞る࠺ࡼに

ࡶのㄪᰝᆅでࡃⴠ葉ศゎ⳦はከࡸ⳦ᮌᮦ⭉ᮙ、ࡕࢃ࡞た。す࠼ぢࡶ Cs-137 濃度ࡀపୗഴྥ

を示したࡀ、⳦᰿⳦は㣤⯓でపୗഴྥを示したのに対し、ᑠᕝࡤࡃࡘࡸでは 2013-15 にୖ᪼

し、ࡑの後は変化ࡀㄆめࡗ࠿࡞ࢀࡽた。 

8 年間のࢧンࣉリンࢢで比㍑的ከ21）ࡃ 検体௨ୖ）取ࢀた 17 ᒓの測定結果を図 7.6.1.-4 に

示した。ᒓレ࣋ルでの濃度を比㍑したሙྜ、ᒓごとの Cs-137 濃度の㧗పのഴྥࡀ᫖年に引

た。Cs-137ࢀࡽㄆめࡁ⥆ࡁ 濃度の対数್にࡘいて、ᒓ、ㄪᰝᆅ、採取年をㄝ᫂変数とした㔜

ᅇᖐศᯒを⾜ࡗた結果（表 7.6.1.-3）、フウセンタࢣᒓ、ࢳࢳタࢣᒓ、࣓ࢾリイࢳࢢᒓ、イࢵ

࣏ンシ࣓ࢪᒓ、キシ࣓ࢪᒓはࢸンࢢタࢣᒓࡾࡼ Cs-137 濃度ࡀ᭷ព（p<0.05）に㧗ࡃ、キツ

ギタࢫ、ᒓࢣタࢡᒓ、࣍ウࣟࢣラタࢼ、ᒓࢣラタࣁ、ᒓࢳࢢイ࢞ࢽ、ᒓࢣタࢽᒓと࣋ࢣタࢿ

⳦ࡀࡃたは検体のከࡲ、ࡳた。⳦᰿⳦のࡗ࠿ᒓは᭷ពにపࢣᒓ、シࣟア࣑タࢣラタࣄ、ᒓࢣ

᰿⳦のᒓ（イ࣏ࢵンシ࣓ࢪᒓ）ではᒓごとの濃度にࡀࡁࡘࡽࡤ大ࡃࡁ、⭉生⳦（୺にᮌᮦ⭉

ᮙ⳦）はࡡࡴ࠾࠾పいഴྥࡗ࠶ࡀた。採取年にࡘいては、ඛ࡝࡯の඲ての検体で⾜ࡗたゎᯒ

結果とྠᵝ、᭷ពに㈇のຠ果ࡀㄆめࢀࡽた (-0.02, p=0.02)。 
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図 7.6.1.-2㸬ㄪᰝᆅごとのᏊᐇ体 Cs-137 濃度の年変化 

濃度はྛ年の 9 月 1 ᪥にῶ⾶⿵ṇ῭ࡳ。⦪㍈の濃度は対数表示。ࡆࡦの㛗ࡉはᅄศ఩⠊ᅖ

の 1.5 ಸをୖୗ㝈とし、ࡆࡦのୖ㝈ࡾࡼ大ࡁい್ࡸୗ㝈ࡾࡼᑠࡉい್をእ್ࢀとしてⅬで

表した。 

 
図 7.6.1.-3㸬ㄪᰝᆅࡧࡼ࠾生άタイࣉごとのᏊᐇ体 Cs-137 濃度の年変化 

濃度はྛ年の 9 月 1 ᪥にῶ⾶⿵ṇ῭ࡳ。⦪㍈の濃度は対数表示。ࢢラフはㄪᰝᆅ（⦪）と生

άタイࣉ（ᶓ）でศࡅて୪࡭た。ࡆࡦの㛗ࡉはᅄศ఩⠊ᅖの 1.5 ಸをୖୗ㝈とし、ࡆࡦのୖ

㝈ࡾࡼ大ࡁい್ࡸୗ㝈ࡾࡼᑠࡉい್をእ್ࢀとしてⅬで表した。 
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表 7.6.1.-2� 2013～2020 年度に採取ࢀࡉた野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度のᖖ用対数್にࡘいて、

生άタイࣉ、ㄪᰝᆅ、採取年を変数とした㔜ᅇᖐศᯒの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採取年にࡘいては 2011 年度を 0 と࡞る࠺ࡼにした。”*”をࡅࡘた㡯┠は᭷ពにṇࡲたは㈇

のຠ果をᣢࡇࡘとを示す（p<0.05）。 

㡯┠ 推定್ ᶆ‽ㄗᕪ t. value P 

ษ∦（⳦᰿、㣤⯓）* 4.84 0.06 77.54 <2.00×10-16 

ᮌᮦ⭉ᮙ* -0.58 0.04 -14.07 <2.00×10-16 

ⴠ葉ศゎ* -0.32 0.05 -5.93 3.62×10-9 

㒆山* -1.36 0.07 -20.34 <2.00×10-16 

ᑠᕝ* -1.15 0.05 -23.13 <2.00×10-16 

 16-10×2.00> 40.33- 0.05 1.96- *ࡤࡃࡘ

採取年* -0.03 0.01 -3.12 0.002 
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表 7.6.1.-3� 検体数のከい 17 ᒓの Cs-137 濃度のᖖ用対数್にࡘいてᒓ、ㄪᰝᆅ、採取年を

変数とした㔜ᅇᖐศᯒを⾜ࡗた結果 

 

㡯┠ 推定್ ᶆ‽ㄗᕪ t. value P 

ษ∦（㣤⯓,ࢸンࢢタࢣᒓ) * 4.64 0.09 54.23 <2.00×10-16 

㒆山* -1.34 0.08 -17.31 <2.00×10-16 

ᑠᕝ* -1.00 0.06 -17.00 <2.00×10-16 

 16-10×2.00> 30.12- 0.06 1.77- *ࡤࡃࡘ

採取年* -0.02 0.01 -2.42 0.02 

イࢳࢢᒓ -0.17 0.09 -1.90 0.06 

フウセンタࢣᒓ* 0.95 0.10 9.62 <2.00×10-16 

イ࣏ࢵンシ࣓ࢪᒓ* 1.15 0.13 8.94 <2.00×10-16 

キツࢿタࢣᒓ* -0.54 0.14 -3.90 0.0001 

 ᒓ* 0.20 0.08 2.61 0.009ࢣタࢳࢳ

 ᒓ* -0.25 0.06 -3.84 0.0001ࢣタࢽ࣋

 ᒓ* 0.57 0.10 5.77 1.03×10-8ࢳࢢリイ࣓ࢾ

キシ࣓ࢪᒓ* 0.48 0.14 3.37 0.0008 

 ᒓ* -0.33 0.13 -2.48 0.01ࢳࢢイ࢞ࢽ

 ᒓ* -0.30 0.11 -2.69 0.007ࢣラタࣁ

 ᒓ* -0.58 0.12 -4.73 2.50×10-6ࢣラタࢼ

࣍ウࣟࢡタࢣᒓ* -0.84 0.15 -5.66 2.01×10-8 

 ᒓ -0.09 0.12 -0.77 0.44ࢣリタࢡ

 ᒓ* -0.44 0.13 -3.29 0.001ࢣギタࢫ

 ᒓ* -0.68 0.15 -4.68 3.31×10-6ࢣラタࣄ

シࣟア࣑タࢣᒓ* -0.90 0.13 -6.93 7.18×10-12 

採取年にࡘいては 2011 年度を 0 と࡞る࠺ࡼにした。”*”で௜した㡯┠は᭷ពにṇࡲたは㈇

のຠ果をᣢࡇࡘとを示す（p<0.05）。 

 

２）野生きのこの安定同位体セシウム濃度 

㣤⯓とᑠᕝで採取したᏊᐇ体にࡘいてᏳ定ྠ఩体の Cs-133 とルビࢪウムを測定した結果

を図 7.6.1.-5 に示した。ㄪᰝᆅごとに୧対数್はṇの┦関関ಀを示した（㣤⯓：y =113x0.48, 

R² = 0.53、ᑠᕝ：y = 121x0.54, R² = 0.67）。Cs-133 濃度とルビࢪウム濃度の関ಀにࡘいて生ά

タイࣉのタイࣉごとにぢると、ⴠ葉ศゎ⳦と⳦᰿⳦のᩓᕸ図ୖのศᕸᇦは㔜ࡾ࡞、関ಀは
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似ていた一᪉、ᮌᮦ⭉ᮙ⳦の関ಀをぢるとᅇᖐ直線のഴࡸࡁษ∦は大ࡗ࡞␗ࡃࡁていた。

ᮌᮦ⭉ᮙ⳦のルビࢪウムࡸᏳ定ྠ఩体セシウムの濃度は、⳦᰿⳦の濃度ࡾࡼపいሙྜࡀከ

 。たࡗ࠶ࡀపいഴྥࡀに◳㉁⳦の濃度≉ࡶ୰で、ࡃ

ྠじࢧンࣉルにࡘいてᏳ定ྠ఩体と放射性ྠ఩体のセシウムの濃度を比㍑した結果を図

7.6.1.-6 に示した。ルビࢪウムとᏳ定ྠ఩体セシウムを比㍑したሙྜとྠじࡃ、ㄪᰝᆅごと

に୧対数್はṇの┦関を示した（㣤⯓：y = 31210x0.80, R² = 0.47, ᑠᕝ：y = 1376x0.79, R² = 

ごࣉた、年ごとのᏳ定ྠ఩体セシウムと放射性ྠ఩体セシウムの関ಀを生άタイࡲ。（0.65

とにࡳると、⳦᰿⳦のሙྜ採取年にࡗࡼて大࡞ࡁ変化はࡗ࠿࡞た一᪉、ᮌᮦ⭉ᮙ⳦のሙྜ

2013 年、2014 年の Cs-137 濃度ࡀᅇᖐ直線ࡶࡾࡼ㧗いഴྥ2019、ࡾ࠶ࡀ 年、2020 年の Cs-

137 濃度ࡀᅇᖐ直線ࡶࡾࡼపいഴྥࡗ࠶ࡀた（図 7.6.1-7）。㣤⯓とᑠᕝのデータをྜࡏࢃ

て、Cs-137 濃度の対数್にࡘいて、Cs-133 濃度の対数್、採取ᆅ、採取年の 3 のຠ果をࡘ

ㄝ᫂変数とした㔜ᅇᖐศᯒをࡗ࡞ࡇ࠾たとࢁࡇ、採取年のഴࡁは-0.07（p=1.42×10-6）と᭷

ពに㈇にࡾ࡞、Cs-137 濃度の推定್とᐇ測್の R2 ್は 0.78 とࡗ࡞た（表 7.6.1.-4）。 

 

 

 
 

図 7.6.1.-5� 生άタイࣉ（ᶓ）ࡧࡼ࠾ㄪᰝᆅ（⦪）ごとのᏊᐇ体のᏳ定ྠ఩体 Cs-133（ᶓ

㍈）とルビࢪウム Rb（⦪㍈）の濃度の関ಀ 

㣤⯓（ᕥ）ࡧࡼ࠾ᑠᕝ（ྑ）で採取したࢧンࣉル。2020 年に採取したࢧンࣉルの測定結果

を赤୸で示し、ࢀࡑ௨እは黒୸で示した。್ は୧㍈とࡶに対数㍈で表示した。Ⅼ線はᅇᖐ直

線を表す。 
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図 7.6.1.-6� ㄪᰝᆅごとのᏊᐇ体のᏳ定ྠ఩体 Cs-133（ᶓ㍈）と放射性ྠ఩体 Cs-137（⦪

㍈）の濃度の関ಀ 

採取年にࡗࡼてⰍは␗࡞る。図 7.6.1.-5とྠじࢧンࣉルを用いた。୧㍈とࡶに対数㍈で表示。

Ⅼ線はᅇᖐ直線を表す。 

 

 
図 7.6.1.-7� 生άタイࣉごとのᏊᐇ体のᏳ定ྠ఩体 Cs-133（ᶓ㍈）と放射性ྠ఩体 Cs-137

（⦪㍈）の濃度の関ಀ 

ㄪᰝᆅ・採取年にࡗࡼてⰍは␗࡞る。ศᯒは図 7.6.1.-5 とྠじࢧンࣉルを用いた。୧㍈と

 。に対数㍈で表示ࡶ
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表 7.6.1.-4�  Ᏻ定ྠ఩体ศᯒを⾜ࡗた野生ࡁのࡇヨᩱの Cs-137 濃度のᖖ用対数್にࡘいて

Cs-133 濃度のᖖ用対数್、ㄪᰝᆅ、採取年、生άタイࣉを変数とした㔜ᅇᖐศᯒを⾜ࡗ

た結果 

 

㡯┠ 推定್ ᶆ‽ㄗᕪ t. value P 

ษ∦（㣤⯓, ⳦᰿⳦) * 4.83 0.10 48.21 <2.00×10-16 

Cs-133 ᖖ用対数್* 0.90 0.05 18.30 <2.00×10-16 

ᑠᕝ* -1.41 0.07 -20.52 <2.00×10-16 

採取年* -0.07 0.01 -4.93 1.42×10-6 

ᮌᮦ⭉ᮙ* 0.23 0.09 2.53 0.01 

ⴠ葉ศゎ 0.15 0.11 1.38 0.17 

採取年にࡘいては 2011 年度を 0 と࡞る࠺ࡼにした。”*”で௜した㡯┠は᭷ពにṇࡲたは㈇

のຠ果をᣢࡇࡘとを示す（p<0.05）。 

 

３）野生きのこの移行係数 

㒆山のヨ㦂ᆅではᅵተࡽ࠿発生したࡁのࡇととࡶに、ⴠ葉ᒙと表ᒙの㖔㉁ᅵተ（0-5 cm ᒙ）

を採取し、ࡁのࡇの Cs-137 濃度（஝㔜）とⴠ葉ᒙࡧࡼ࠾表ᒙ㖔㉁ᅵተの Cs-137 ⵳✚㔞の比

（㠃⛣⾜ಀ数）を求めた。結果を表 7.6.1.-5 に示した。ᅵተの Cs-137 ⵳✚㔞はᖹᆒで 133±49 

kBq/m2 （᭱大್：228kBq/m2, ᭱ᑠ್：64 kBq/m2）とࡾ࡞、㐣ཤのㄪᰝ結果（2019: 131±65 

kBq/m2, 2018: 131±94, 2017: 174±143 kBq/m2, 2016: 143±115 kBq/m2）とྠ⛬度でࡗ࠶た。㠃⛣

⾜ಀ数は検体にࡗࡼて᭱大 1000 ಸ௨ୖ␗ࡗ࡞ていた。2019 年ࡶ㧗い್ࡀ観察ࢀࡉたフウセ

ンタࢣᒓの 1.16 m2/kg のࢣタࢳࢳた、᭱ᑠはࡲ。たࡗ࠶大で᭱ࡀ 0.001 m2/kg でࡗ࠶た。๓

年ࢳࢳࡶタࢣᒓのࡁのࡇの㠃⛣⾜ಀ数ࡶ᭱ࡀపࡗ࠿た。㠃⛣⾜ಀ数の್の⠊ᅖごとの㢖度

をぢると、2020 年度は 0.1 m2/kg ௨ୖ、0.01～0.1 m2/kg、0.01 m2/kg ௨ୗࢀࡒࢀࡑࡀ 2 検体

（13㸣）、3 検体（19㸣）、11 検体（69㸣）と 0.01 m2/kg ௨ୗの検体ࡶ᭱ࡀ㧗㢖度でᚓࢀࡽ、

඲検体のᗄఱᖹᆒは 0.008 m2/kg と๓年の 0.31 m2/kg  。పୗしたࡃࡁ大ࡾࡼ

ᮌᮦ⭉ᮙ⳦にࡘいては୙᫂種 1 検体をྵめて 6 検体ࡀᚓࢀࡽた。発生したᮦの Cs-137 濃

度を測定し、⛣⾜ಀ数（༢఩࡞し）を求めたとࢁࡇ、᭱大 53.7、᭱ᑠ 2.1 と検体にࡗࡼて 10

ಸ௨ୖのᕪࡀㄆめࢀࡽた（表 7.6.1.-6）。 
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表 7.6.1.-5� 㒆山で採取ࢀࡉた野生ࡁのࡇの㠃⛣⾜ಀ数 

タイࣉ㸭ᒓྡ 種 

Ꮚᐇ体 
Cs-137 
濃度 

[Bq/kg dw] 

Cs-137 ⵳✚㔞 
[Bq/m2] 㠃⛣⾜ 

ಀ数 
[m2/kg]*1 ⴠ葉ᒙ 表ᒙᅵተ 

0-5 cm ᒙ 
菌根菌      
テングタケ属 イボテングタケ 411 2960 105000 0.004 

ヤマドリタケ属 ムラサキヤマドリ
タケ 1660 714 122000 0.014 

フウセンタケ属 フウセンタケ属 1 146000 2180 124000 1.155 
フウセンタケ属 2 28000 356 103000 0.273 

チチタケ属 チチタケ 1 113 1670 129000 0.001 
 チチタケ 2 166 1370 73300 0.002 

 チチタケ属 1 160 1120 108000 0.002 
ヤマイグチ属 アカヤマドリタケ 1480 1980 62000 0.023 
ベニタケ属 ベニタケ属 261 2940 82000 0.003 
ニガイグチ属 ニガイグチ属 658 4250 191000 0.003 

落葉分解菌      
ハラタケ属 ザラエノハラタケ 776 4030 201000 0.004 

 ハラタケ属 1 1990 96 228000 0.009 
ホコリタケ属 ホコリタケ 330 1570 93600 0.004 
スギタケ属 スギタケ 1280 334 193000 0.007 
マツカサキノコ属 スギエダタケ 310 3150 151000 0.002 
ヒメカバイロタケ
属 

キチャホウライタ
ケ 2630 2120 141000 0.018 

*1 㠃⛣⾜ಀ数はᏊᐇ体 Cs-137 濃度/（ⴠ葉ᒙ+ᅵተ 0-5 cm ᒙの Cs-137 ⵳✚㔞）で求めた。 

 

 

 

表 7.6.1.-6. 㒆山で採取ࢀࡉたᮌᮦ⭉ᮙ性の野生ࡁのࡇの⛣⾜ಀ数 

ᒓྡ 種 

Ꮚᐇ体 

Cs-137 濃度 

[Bq/kg dw] 

ᮦ 

Cs-137 濃度 

[Bq/kg dw] 

⛣⾜ಀ数 

 8.4 141 1180 ࢣツムタࣕࢳ ᒓࢣツムタࣕࢳ

マツ࢜ウࢪᒓ マツ࢜ウ10.8 11 120 ࢪ 

 モドキ 65 14 4.6ࢣギタࢫ ᒓࢣギタࢫ

 2.1 374 771 ࢣラタࣄࢫᒓ ウࢣラタࣄ

 53.7 16 865 ࢣイࣟタࣂ࣓࢝ࣄ ᒓࢣイࣟタࣂ࣓࢝ࣄ

୙᫂種 1560 33 47.5 
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図 7.6.1.-8㸬㒆山で採取した᭷ᶵ≀ᒙと表ᒙ 0-5cm ᅵተの Cs-137 ⵳✚㔞ࡧࡼ࠾ᮦの Cs-137

濃度の年変化 

濃度はྛ年の 9 月 1 ᪥にῶ⾶⿵ṇ῭ࡳ。⦪㍈の濃度は対数表示。ࡆࡦの㛗ࡉはᅄศ఩⠊ᅖ

の 1.5 ಸをୖୗ㝈とし、ࡆࡦのୖ㝈ࡾࡼ大ࡁい್ࡸୗ㝈ࡾࡼᑠࡉい್をእ್ࢀとしてⅬで

表した。 

 

でࡲࢀࡇ 2015 年௨㝆のㄪᰝで、ࡁのࡇととࡶに採取した᭷ᶵ≀ᒙ、表ᒙᅵተの Cs-137 ⵳

✚㔞とᮦの Cs-137 濃度を年ごとに⟽ࡆࡦ図（図 7.6.1.-8）に示した。᭷ᶵ≀ᒙの Cs-137 ⵳

✚㔞とᮦの Cs-137 濃度は年経㐣にకいῶᑡするഴྥを示した一᪉、表ᒙᅵተの Cs-137 ⵳✚

㔞は変化ഴྥを示ࡗ࠿࡞ࡉた。 

 

（㸲）⪃察 

で、2013ࡲࢀࡇ 年度ࡽ࠿ 2019 年度ࡲで⾜ࢀࢃたㄪᰝとྠじㄪᰝᆅ、ㄪᰝ᪉ἲで 2020 年

度ࡶㄪᰝを⾜い、ᚓࢀࡽたデータをຍ࠼たゎᯒを⾜ࡗた。ࡲࢀࡇでとྠᵝに、ྠ じㄪᰝᆅで

ᚓࢀࡽた野生ࡁのࡇでࡗ࠶てࡶ 100～1000 ಸ⛬度 Cs-137 濃度࡞␗ࡀるሙྜ࠶ࡶるࡇと（図

7.6.1.-2）、⳦᰿⳦の Cs-137 濃度ࡀᮌᮦ⭉ᮙ⳦ࡸⴠ葉ศゎ⳦ࡶࡾࡼ㧗いഴྥ࠶ࡀるࡇと（図

7.6.1.-3）、⳦᰿⳦ࡸᮌᮦ⭉ᮙ⳦の୰でࡶᒓにࡗࡼて濃度の違い࠶ࡀるࡇと（図 7.6.1.-4、表

るࡼにࣉ生άタイࡸた。ᒓࢀࡉㄆ☜ࡀ（4-.7.6.1 Cs-137 濃度の違いは、種㢮にࡗࡼてセシウ

ムを྾཰するᇶ㉁ࡸᅵተの῝ࡉの違いࡀᙳ㡪しているྍ⬟性࠶ࡀる。㒆山のㄪᰝで、ᮦࡸ᭷

ᶵ≀ᒙの Cs-137 濃度ࡀపୗするഴྥを示してࡾ࠾（図 7.6.1.-8）、ᮌᮦ⭉ᮙ⳦に年経㐣にࡼ

る Cs-137 濃度のపୗഴྥࡀㄆめࢀࡽた（図 7.6.1.-3、図 7.6.1.-7）のは、ᇶ㉁の濃度ࡀపୗし

ているࡇとと対ᛂしているྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた。ᅵተࡽ࠿放射性セシウムを྾཰している

⳦᰿⳦のሙྜ、ᒓにࡗࡼて年変化ഴྥは␗ࡗ࡞ていた。表ᒙᅵተのセシウム⵳✚㔞は変化ࡀ

ㄆめࡗ࠿࡞ࢀࡽたࡀ、᭷ᶵ≀ᒙの⵳✚㔞はῶࡗているࡇとࡽ࠿、ୗᒙのᅵተ࡬の放射性セシ

ウムの⛣ື࠿ࡸ⦅ࡀに㉳ࡁていると⪃ࢀࡽ࠼る。ࡇの࡞࠺ࡼᅵተ୰の放射性セシウムのศ

ᕸの変化ࡀ⳦᰿⳦の放射性セシウム濃度の変化にࡶᙳ㡪しているࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡶる。඲体

のゎᯒでは野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度はపୗするഴྥを示した（表 7.6.1.-2）。年変化のಀ数
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のᖹᆒ （್-0.03）通ࡾに変化すࡤࢀ⌮ㄽୖは⣙ 11 年で野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度は༙ῶする

とࡇ年ഴྥにᙳ㡪するࡀࡉࡁの大ࡁࡘࡽࡤるࡼにࣉ生άタイࡸᐇ㝿にはᒓ、ࡀる࡞とにࡇ

2019、ࡤ࠼る。౛࠶ࡶ 年の㒆山ࡸ 2020 年のࡤࡃࡘでᖹᆒ್᪼ୖࡀしたのは、濃度ഴྥࡀ変

化したのではࡃ࡞、㧗濃度の⳦᰿⳦の検体ࡀ೫ࡗてከࡃᚓࢀࡽたためと⪃ࢀࡽ࠼る。ࡇのࡼ

 。る࠶ࡀを⥅⥆するᚲせࢢタリンࢽモࡁ⥆ࡁ引、ࡽࡀ࡞៖し⪄ࡶのᙳ㡪ࡁࡘࡽࡤ࡞࠺

Ᏻ定ྠ఩体セシウムと放射性ྠ఩体セシウムの関ಀは、Ᏻ定ྠ఩体セシウムとルビࢪウ

ムの関ಀに比࡭て観測期間୰の変ືᖜࡀ 10〜100 ಸ⛬度大ࡗ࠿ࡁた。ࢀࡇは、原発事故๓࠿

Ᏻ定しࡀࡁ森林生ែ⣔ෆでのືࡀウムࢪኳ↛にᏑᅾしていたᏳ定ྠ఩体セシウムとルビࡽ

ᖹ⾮≧ែにࡗ࠶たのに対して、2011 年 3 月に大Ẽࡽ࠿の㝆ୗにࡗࡼて生ែ⣔ෆにຍࡗࢃた

放射性ྠ఩体セシウムは、10 年⛬度の᫬間では生ែ⣔ෆでの野生ࡁのࡇに関ࢃるືࡀࡁᏳ

定するには⮳ࡗてい࡞いࡇとを示၀している。ࡲた、Ᏻ定ྠ఩体セシウムࡸルビࢪウムのゎ

ᯒࡽ࠿、生άタイࣉごとの┦関ࡀㄆめࢀࡽたࡀ、年変化はㄆめࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ኳ↛にศᕸす

るセシウムࡸルビࢪウムはᖹ⾮≧ែに࠶ると⪃ࢀࡽ࠼た。生άタイࣉにࡗࡼてᅇᖐ直線ࡀ

関ࡀムࢬࢽ௚の࣓࢝ࡶとࢀࡑ、࠿の࡞⬟てㄝ᫂ྍࡗࡼるⅬはᇶ㉁のྠ఩体の濃度比に࡞␗

୚している࠿を▱るࡇとは種ࡸ生άタイࣉにࡼる放射性セシウム濃度の違いを⪃࠼るୖで

 。る࠶ࡀにするᚲせ࠿ࡽるので௒後᫂࠺ࡾ࡞㔜せにࡶ

  



82 
 

7.6.2.� モウࢯウࢡࢳ林の放射性セシウム 

 

（㸯）┠的 

➉林は᪥ᮏにࡅ࠾る森林生ែ⣔のᵓ成せ⣲として大࡞ࡁ㠃✚を᭷している。ࡲた、タࢣノ

コ生⏘のሙとしてࡶ㔜せで࠶る。ࡑのため、福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤの事故にࡾࡼ放ฟࢀࡉた

放射性≀㉁にࡼる➉林のởᰁᐇែをᢕᥱするととࡶに、ࡑの後の経㐣を᫂࠿ࡽにするࡇと

を┠的として、ㄪᰝを⾜ࡗた。ࡽࡉに、東᪥ᮏの୺࡞タࢣノコ生⏘ᆅᇦでは事故ᙜึࡾࡼ㣗

用のタࢣノコࡽ࠿ᇶ‽್を㉸࠼る放射性セシウムࡀ検ฟࢀࡉたࡇとにࡾࡼ、ฟⲴไ㝈࠿ࡀ

 。Ꮡᅾするࡶいている➉林⥆ࡀฟⲴ೵Ṇࡎࡽᇶ‽್をୗᅇࡶᅾで⌧、ࢀࡽࡅ

ていた➉林ࢀࡉで⟶⌮・฼用ࡲノコ➼の生⏘を┠的として事故๓ࢣでᮏㄪᰝでは、タࡇࡑ

を対㇟とし、᪥ᮏᅜෆで᭱ࡶከ᳜ࡃ᱂ࢀࡉているモウࢯウࢡࢳにࡘいてㄪᰝを⾜ࡗた。࠾࡞、

௚の事ᴗにࡾࡼᐇ᪋ࢀࡉている放射性≀㉁濃度పῶຠ果を┠的とした間ఆ➼➉林ᩚഛのヨ

㦂ᆅཬࡧ㞄᥋するሙᡤでㄪᰝを⾜ࡇ࠺とにࡑ、ࡾࡼのຠ果の検ドࡏేࡶてᐇ᪋した。 

 

（㸰）ㄪᰝ᪉ἲ 

モウࢯウࢡࢳのᆅୖ㒊、ᆅୗ㒊をྵめた᳜≀体඲体の放射性セシウム⵳✚㔞のᐇែを㠃

✚࣋ーࢫでホ౯するため、タࢣの㒊఩（⤌⧊）ごとに放射性セシウム濃度測定ࡧࡼ࠾⌧Ꮡ㔞

測定を࡞ࡇ࠾い、放射性セシウム⵳✚㔞を⟬ฟした。 

ᮏሗ࿌のㄪᰝᆅは原発ࡽ࠿㊥㞳⣙ 70 km のᐑᇛ┴୸森⏫・ⓑ石ᕷ（図 7.6.2.-1 ᕥ）、ཬࡧ

㊥㞳⣙ 130 km のᰣᮌ┴᪥ගᕷ、⣙ 100 km の㑣㡲⏫（図 7.6.2.-1 ྑ）で࠶る。ᐑᇛ┴とᰣᮌ

┴の 2 の後の変化のഴࡑࡸ事故ᙜึの✵間線㔞⋡の್、ࡀているࢀ㞳ࡀのㄪᰝᆅは㊥㞳ࡘ

㑅定している。ᐑᇛ┴では、ⓑ石ᕷᩪᕝᆅ༊のࡽ࠿とࡇる࠶似ているሙᡤでࡀྥ 2 イトࢧ

（対↷༊、㝖ᰁ༊ྛ 1 イト）、୸森⏫大ෆᆅ༊のࢧ 3 イト（対↷༊ࢧ 1 イト、㝖ᰁ༊ࢧ 2 ࢧ

イト）、計 5 た（図ࡗ⾜イトでㄪᰝをࢧ る✵間線㔞ࡅ࠾ᐑᇛ┴のㄪᰝᆅにࡽࢀࡇ。（2-.7.6.2

⋡の変化は、2014 年度ᐇ測್で 0.19～0.24 μSv/h（ㄪᰝ開ጞᙜึ）の⠊ᅖ2020、ࡽ࠿ 年度ᐇ

測್で 0.10～0.12 μSv/h の⠊ᅖに推⛣してࡁた。ᰣᮌ┴では、᪥ගᕷሷ野ᐊᆅ༊ཬࡧ、㑣㡲

⏫㧗ஂ⏥
た ࠿ ࡃ ࡇ ࠺

ᆅ༊のྛ 2 イト（対↷༊、㝖ᰁ༊ྛࢧ 1 イト）、計ࢧ 4 た（図ࡗ⾜イトでㄪᰝをࢧ

7.6.2.-3、෗┿ る✵間線㔞⋡の変化は、2017ࡅ࠾ᰣᮌ┴のㄪᰝᆅにࡽࢀࡇ。（2、1-.7.6.2 年度

ᐇ測್で 0.12～0.23μSv/h（ㄪᰝ開ጞᙜึ）の⠊ᅖ2020、ࡽ࠿ 年度ᐇ測್で 0.07～0.15 μSv/h

の⠊ᅖに推⛣してࡁた。 
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�  

間ఆ➼の㝖ᰁฎ⌮にࡘいては、ᐑᇛ┴では 2014 年 3 月、ᰣᮌ┴では 2017 年 8 月にᐇ᪋

㝖ཤ（ヨ㦂タ定᫬㸯ࡾ取ࡂた作ᴗ㡯┠は、リターの๤ࢀࡉている。㝖ᰁヨ㦂としてᐇ᪋ࢀࡉ

ᅇのࡳ）、ྂい 3 年生௨ୖの⛩
ࢇ࠿

を୰ᚰとしたᙉ度間ఆ（෗┿ 7.6.2.-2、対↷༊に比࡭てᙉ度間

ఆをᐇ᪋、ヨ㦂タ定᫬ 1 ᅇのࡳ）、࢝リウム᪋⫧（ヨ㦂タ定᫬ 1 ᅇのࡳ）の 3 ࠶の作ᴗでࡘ

る。ࡽࢀࡇ 3 ࡎ࠼作ᴗごとにฎ⌮༊を変ࢀࡒࢀࡑ、の作ᴗはࡘ 1 ฎ⌮༊のヨ㦂༊に一ᣓし

てฎ⌮をᐇ᪋してࡇࡇ、ࡾ࠾ではࢀࡇを㝖ᰁ༊と࿧ࡪ。 

 

 

 

 

 

図 7.6.2.-1� ᐑᇛ┴ཬࡧᰣᮌ┴のㄪᰝᆅの఩⨨ 
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図 7.6.2.-2� ㄪᰝࢧイト（対↷༊、㝖ᰁ༊）の㓄⨨（ᐑᇛ┴ⓑ石ᕷཬࡧ୸森⏫） 

図 7.6.2.-3� ㄪᰝࢧイト（対↷༊、㝖ᰁ༊）の㓄⨨（ᰣᮌ┴᪥ගᕷཬࡧ㑣㡲⏫） 
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� モウࢯウࢡࢳ林の放射性セシウムの྾཰ࡧࡼ࠾⵳✚㔞を㠃✚࣋ーࢫでᢕᥱするために、

ྛㄪᰝᆅの対↷༊、㝖ᰁ༊として 10 m×10 m のᅛ定᪉ᙧᯟをタ⨨した（図 7.6.2.-2、図 7.6.2.-

3）。ⓑ石ᕷᩧᕝᆅ༊は対↷༊、㝖ᰁ༊ྛ 1 ༊（図 7.6.2.-2、ㄪᰝᆅձղ）、୸森⏫大ෆᆅ༊に

は対↷༊ 1 ༊、㝖ᰁ༊ 2 ༊（図 7.6.2.-2、ㄪᰝᆅճմյ）をタ⨨した。ᰣᮌ┴᪥ගᕷሷ野ᐊ

ᆅ༊ཬࡧ㑣㡲⏫㧗ஂ⏥ᆅ༊には対↷༊、㝖ᰁ༊ྛ 1 ༊（図 7.6.2.-3、ㄪᰝᆅնոཬࡧㄪᰝᆅ

շչ）をタ⨨した。ࢵࣟࣉト数はྜࡏࢃて対↷༊ 4（෗┿ 7.6.2.-1）、㝖ᰁ༊ 5（෗┿ 7.6.2.-

2）のྜ計 9 ༊で࠶る。 

⌧Ꮡ㔞推定のᇶにするため、ẖ年 8 月ࡽ࠿ 10 月の᫬期にẖ➉ㄪᰝを⾜ࡗた。ẖ➉ㄪᰝで

はᅛ定᪉ᙧᯟෆの඲ての生Ꮡ⛩の㱋、⬚㧗࿘ᅖ㛗（GBH）をㄪ࡭た。2 ᅇ┠のㄪᰝࡽ࠿᪤Ꮡ

⛩にࡘいては生ṧのࡳをㄪ࡭、新つຍධ⛩にࡘいてはẖ➉ㄪᰝとྠᵝの測定を⾜ࡗた。 

放射性セシウムの濃度測定にࡘいては、モウࢯウࢡࢳのᆅୖ㒊は⛩（タࢣ）をఆ採して、

ᆅୗ㒊はᆅୗ茎と᰿を᥀ࡾ㉳ࡇして採取し、測定用ࢧンࣉルをᚓた。⛩は␗࡞る㱋（ᙜ年生、

1 年生、2 年生、3 年生௨ୖ）ࢧࡽ࠿イࢬ（⬚㧗直ᚄ）ごとに㑅ࡧ、ྛ㱋を」数⛩ఆ採し、

⛩、ᯞ、葉にศࡅた（෗┿ 7.6.2.-3、4）。⛩は⛩㛗測定後に㛗ࡉでᴫࡡ 3 ➼ศし、ୖୖࡽ࠿、

 

 

෗┿ 7.6.2.-1� 対↷༊の➉林 

 

 

෗┿ 7.6.2.-2� 㝖ᰁ༊の➉林 

 

 

෗┿ 7.6.2.-3� 㒊఩ศࡅ・葉ࡴしࡾ➼の作ᴗ 

 

 

෗┿ 7.6.2.-4� 展葉してい࡞いᯞの᮰ 
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୰、ୗとしてྛ㒊఩ࡽ࠿⠇のୖୗ 10 cm のࢧンࣉルをᚓた。採取に࠶たࡗては放射性セシウ

ム濃度ࡀ㧗いᅵተࡀ測定用ࢧンࣉルに௜╔し࡞い࠺ࡼにὀពして採取し、㒊఩にศࡅる㝿

にᆅୗ㒊఩に関しては௜╔したᅵተをỈでࡃࡼὙίした。ᣢࡕᖐࡗたࢧンࣉルは㒊఩ごと

に஝⇱㔜㔞を測定し、⢊○して 100 mL 測定ᐜჾ（U-8 ᐜჾ）ࡲたは 700 mL 測定ᐜჾ（マリ

ト࣓ࣟトリἲにてࢡ࣌ࢫウム༙ᑟ体検ฟჾを用いた࢞ンマ線ࢽルマࢤ、リᐜჾ）にワめてࢿ

放射性セシウム（Cs-134 ཬࡧ Cs-137）濃度を測定した。 

  

 

 

（㸱）結果ཬࡧ⪃察 

１）竹林の空間線量率 

� ✵間線㔞⋡の推⛣を表 7.6.2.-1 に示す。2013、࠾࡞ 年度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲで 8 年度ศのㄪ

ᰝ期間の2014、ࡕ࠺ 年度、2017 年度、2020 年度の 3 年度ศを示した。ࡲた、ⓑ石と୸森࠾

ࡶᖹᆒし、┴ごとの್としてᩚ⌮した。୧┴とࢀࡒࢀࡑ᪥ගと㑣㡲の್をࡧࡼ 2014 年度࠿

ࡽ 2017 年度の間の✵間線㔞⋡の変化は大ࡁい2017、ࡀ 年度ࡽ࠿ 2020 年度の変化はᐑᇛ┴

ではᑠࡗ࠿ࡉた。ᐑᇛ┴のヨ㦂ᆅでは、期間後༙≉にᆅୖ㧗 0.1m にࡅ࠾る変化㔞は対↷༊

で-0.01 μSv/h、㝖ᰁ༊で-0.02 μSv/h でࡗ࠶た（表 7.6.2.-1）。ᆅୖ㧗 1m でࡶ対↷༊で-0.02 

μSv/h、㝖ᰁ༊で-0.03 μSv/h といࡶࢀࡎᚤ㔞では࠶るࡀῶᑡした。ᰣᮌ┴のヨ㦂ᆅでは、2014

年度ࡽ࠿ᛴ⃭࡞పୗഴྥで࠶る2016、ࡀ 年度に㏣ຍࢀࡉた㑣㡲⏫のヨ㦂ᆅࡀ᪥ගのヨ㦂ᆅ

たため、ᖹᆒ್ではࡗ࠿㧗ࡀ⋠間線㔞✵ࡶࡾࡼ 2017 年๓後にపୗのഴྥࡀ㊊㋃ࡳし、ࡑの

後෌ࡧ期間後༙に๓༙とྠᵝの࣌ーࢫでపୗした。原発事故ࡽ࠿⣙ 10 年ࡀ経㐣した௒年度

は、➉林生ែ⣔ෆでの放射性≀㉁の⛣ືࡀῶࡗたࡇとࡸ≀⌮的ῶ⾶にࡼるపୗ㏿度ࡀ㐜ࡃ

。るࢀࡽ࠼⪄のとࡶたࡁてࡗ࡞ࡃࡉᑠࡀ඲体的に✵間線㔞⋡の変化㔞、ࡽ࠿とࡇたࡁてࡗ࡞

ᙜึ、୧┴とࡶᆅୖ㧗 1m の್と 0.1m の್のᕪは大ࡗ࠿ࡁたࡀ、近年では✵間線㔞⋡の㧗

 。ているࡁてࡗ࡞ࡃࡉる違いはᴟめてᑠࡼにࡉ

 2014 年 9 月 2017 年 9 月 2020 年 9 月 

1㹫 0.1㹫 1㹫 0.1㹫 1㹫 0.1㹫 

対↷༊       

ⓑ石・୸森 0.21±0.02 0.25 ±0.02 0.13±0.01 0.14±0.01 0.11±0.01 0.13±0.01 

᪥ග・㑣㡲 0.21 0.26 0.17±0.01 0.18±0.02 0.11±0.03 0.12±0.04 

㝖ᰁ༊       

ⓑ石・୸森 0.24±0.04 0.27±0.05 0.15±0.02 0.15±0.02 0.12±0.02 0.13±0.03 

᪥ග・㑣㡲 0.20±0.00 0.24±0.01 0.17±0.02 0.20±0.02 0.12±0.03 0.11±0.04 

表 7.6.2-1� ㄪᰝᆅの✵間線㔞⋡（μSv/h）の推⛣ 

数್は、ᖹᆒsᶆ‽೫ᕪ。 
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２）モウソウチクの現存量推定式 

� モウࢯウࢡࢳの➉林の⌧Ꮡ㔞推定は、放射性セシウムにࡼる㠃✚࣋ーࢫの⵳✚㔞を推定

し、ホ౯・比㍑するୖでᚲせで࠶る。ᮏሗ࿌では➉林の඲⌧Ꮡ㔞ࡲではᥖ㍕し࡞いࡀ、ᇶと

 。の⌧Ꮡ㔞の推定ᘧをᥦ示するࡾた࠶⛩る࡞

ᮏㄪᰝでは 100 m2 を一定㠃✚とするᅛ定᪉ᙧᯟをタ定し、ࡑの୰に生Ꮡする඲ての⛩の

㱋、ኴࡉ、生Ṛ࡝࡞のᒓ性をẖ年ẖ➉ㄪᰝし、ู にఆಽㄪᰝにࡾࡼ⛩ごとに⌧Ꮡ㔞を推定し、

100 m2 ศを✚⟬してẖ年の➉林⌧Ꮡ㔞を推定した。⛩ごとの⌧Ꮡ㔞の推定は、ࡲࢀࡇでに⥅

⥆的にఆಽした඲ての␗࡞る㱋と直ᚄの⛩データを用いて、⛩のኴࡉと⌧Ꮡ㔞の関ಀᘧを

作成し（図 7.6.2.-4）、直ᚄูに⛩の⌧Ꮡ㔞を⟬ฟした。⛩のኴࡉと⌧Ꮡ㔞の関ಀをぢると、

ᩓᕸ図ࡽ࠿三ࡘの関ಀᘧࡀᑟࢀ࠿た。一ࡘ┠は⛩ฟ⌧直後の 5 月のᙜ年生⛩（n=12）のࡳで

ᚓࢀࡽる関ಀᘧ㹷=85.156e0.2933x…ᘧձで、஧ࡘ┠は⛩ࡽ࠿ᯞはฟているࡀ、ᮍ展葉の 6 月の

ᙜ年生⛩（n=55）のࡳでᚓࢀࡽる関ಀᘧ㹷=853.25e0.2086x…ᘧղで࠶る。࠺ࡶ一ࡘは 8 月௨㝆

のᙜ年生⛩と 1 年生௨ୖの඲ての⛩（n=230）でᚓࢀࡽる関ಀᘧ㹷=1926.1e0.2228x…ᘧճで࠶

る。ࡇの三ࡘの関ಀᘧの違いは、ฟ⌧直後のᙜ年生⛩のྵỈ⋡ࡀᴟ➃に㧗ࡃ、᫬間経㐣とඹ

にḟ第にྵỈ⋡ࡀపୗするࡇとに㉳ᅉした。2020 年度ࡶᙜ年生⛩（n=12）にࡘいては 6 月

にఆಽㄪᰝを⾜ࡗてࡾ࠾、ᯞࡽ࠿⛩ࡀฟているࡔࡲࡀ展葉してい࡞い≧ែでは（෗┿ 7.6.2.-

ࡉㄆ☜ࡀとࡇるࡲの関ಀᘧ、ᘧղにᙜては┠ࡘ஧、ࡃ㧗ࡀ⋠でとྠᵝに⛩のྵỈࡲࢀࡇ、（4

た。1～3ࢀ 年生௨ୖの⛩（n=28）にࡘいては 8 月、9 月にఆಽㄪᰝを⾜い、三ࡘ┠の関ಀ

ᘧ、ᘧճにᙜてはࡲるࡇとࡀ☜ㄆࢀࡉた。 

 

 

 
図 7.6.2.-4� モウࢯウࢡࢳのᆅୖ⛩の DBH（⬚㧗直ᚄ）と⌧Ꮡ㔞との関ಀ 
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３）各部位の放射性セシウムの濃度 

� ᐑᇛ┴のモウࢯウࢡࢳにࡘいて、ᆅ

ୖ㒊・ᆅୗ㒊の㒊఩ู・㱋ูに放射性

セシウム濃度を比㍑した（図 7.6.2.-5、

図 7.6.2.-6）。モウࢯウࢡࢳの㒊఩ู放

射性セシウム濃度は、葉ࡶ᭱ࡀ㧗ࡃ、

ḟいでᆅୖ㒊のᯞ、ᆅୗ㒊のྛ⤌⧊、

た。㱋ูでの比ࡗ࡞と⛩ࡀపいのࡶ᭱

㍑をຍ࠼ると、௒年度はᙜ年生⛩のᯞ

の放射性セシウム濃度ࡶ᭱ࡀ㧗ࡗ࠿

た（図 に、ᙜ年生⛩のࡽࡉ。（6-.7.6.2

୰では、ୖ 㒊ࡀᴟ➃に濃度の㧗い≉ᚩ

2020、ࢀࡽぢࡀ 年度は 120 Bq/kg に㐩

し、2014 年度௨᮶の㧗い್とࡗ࡞た。

はୖ㒊の成㛗㒊఩に近い⤌⧊にࢀࡇ

࢝リウムࡀ集✚し、ࢀࡇにకࡗてセシ

ウムࡀ㌿ὶ集✚したࡶのと⪃ࢀࡽ࠼、

たഴྥとྠじࡁてࢀࡉで観察ࡲࢀࡇ

で࠶る。2020 年度ヨᩱのࡕ࠺、ᙜ年

生⛩は採取した᫬Ⅼでᯞは発生して

いたࡀ、葉はࡔࡲ展開していࡗ࠿࡞

た。⛩のୖ㒊には、展葉にഛ࠼てࡇの

᫬期に࢝リウムと一⥴にセシウムࡀ

⛣⾜し、濃度ࡀ㧗ࡗࡲたと⪃ࢀࡽ࠼

る。ᙜ年生⛩は、඲体的に放射性セシ

ウムの濃度ࡀ㧗ࡗ࠿た1、ࡀ 年生に࡞

るとࡑの濃度は᭱ࡶపࡃᖹᆒ⣙ 22 

Bq/kg とࡾ࡞、ḟいで 3 年生⛩とࡗ࡞

た。2 年生⛩では 2019 年度には濃度

ᖹᆒ⣙、ࢀࡽぢࡀపいഴྥࡀ 24 Bq/kg

でࡗ࠶た2020、ࡀ 年度ではᙜ年生⛩

とྠ➼に㧗ࡃ、ᖹᆒで⣙ 75Bq/kg と࡞

はศ⏤⌮࡞☜いては᫂ࡘにࢀࡇ。たࡗ

・ノコの㇏作（表年）ࢣタ、ࡀい࡞ࡽ࠿

ป作（⿬年）ࡀ関ಀするのでは࡞い࠿

 
図 7.6.2.-5� モウࢯウࢡࢳのᆅୖ⛩ྛ㒊఩ཬࡧᆅ

ୗ㒊のᆅୗ茎と᰿にࡅ࠾る放射性セシウム

濃度（ᐑᇛ┴） 
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図 7.6.2.-6� モウࢯウࢡࢳの⛩の㱋ู葉とᯞの放

射性セシウム濃度（ᐑᇛ┴） 
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と⪃ࢀࡽ࠼た。ࡲた、ྠ一⛩ෆのୖ㒊・

୰㒊・ୗ㒊の間では濃度ᕪ࡯ࡀと࡝ࢇ

⛩ᇶᮏ的にはᙜ年生⛩௨እでは、ࡃ↓

ෆ㒊で濃度にᕪࡀ生じる⌮⏤はぢᙜた

�。い࡞ࡽ  

ᰣᮌ┴のㄪᰝᆅࡽ࠿ᚓた 2019 年度と

2020 年度ヨᩱの測定್を、図 7.6.2.-5、

図 7.6.2.-6 のᐑᇛ┴のㄪᰝᆅの結果にຍ

て比㍑した（図࠼ 7.6.2.-7）。ᰣᮌ┴のヨ

㦂ᆅの✵間線㔞⋡は、ᐑᇛ┴のࢀࡑと

ᰣᮌ┴のヨᩱは、ࡀる࠶度で⛬ྠࡰ࡯

図）ࡃ㧗ࡀに濃度࠿ࡽ᫂ 7.6.2.-7：青の

ᐑᇛ┴に比࡭て、赤・㯤⥳のᰣᮌ┴で㧗

濃度）、タࢣ個体ෆに⵳✚ࢀࡉた放射性

セシウム⵳✚㔞の⥲㔞ࡶ、ᐑᇛ┴のヨ

ᩱに比࡭てከい計⟬結果とࡗ࡞た。ྠ

一ヨ㦂ᆅの㒊఩間の┦対的࡞濃度の㓄

ศഴྥには大࡞ࡁ違いはࡗ࠿࡞ࢀࡽࡳ

たࡇとࡽ࠿、ᐑᇛ┴のヨᩱに比࡭てᰣ

ᮌ┴のヨᩱは個体඲体にࢃたࡗて濃度

る。ᐑᇛࢀࡽ࠼⪄ると࠶㧗いഴྥにࡀ

┴とᰣᮌ┴のヨᩱは濃度ᕪࡀ大ࡁい

の放射性セシウ࡬⛩ẖ年の㱋ูの、ࡀ

ムの⛣⾜は似たഴྥを示していると⪃

 。たࢀࡽ࠼

  

図 7.6.2.-7� 2019 年度と 2020 年度のᰣᮌ┴の

測定್を㏣ຍしたモウࢯウࢡࢳのᆅୖ㒊ཬ

 ᆅୗ㒊のྛ㒊఩の放射性セシウム濃度ࡧ
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４）竹林整備の効果 

� 㝖ᰁヨ㦂は、ᐑᇛ┴では 2014 年

度、ᰣᮌ┴は 2017 年度に開ጞࢀࡉ

た。୧┴のヨ㦂開ጞࡽ࠿の経㐣年数

は␗࡞るࡀ、✵間線㔞⋡に大࡞ࡁ違

い࡞ࡀいにࡶ関ࡎࡽࢃ、ᰣᮌ┴のヨ

ᩱでは放射性セシウム濃度ཬࡧ⵳

✚㔞ࡀとࡶに㧗いഴྥࢀࡽࡳࡀた。

図 7.6.2.-8 は、⛩࠶たࡾに✚⟬した

㱋ูの放射性セシウム⵳✚㔞を㝖

ᰁ༊と対↷༊の間で比㍑した結果

で࠶る。ᐑᇛ┴のሙྜは、㝖ᰁຠ果

ての㱋の࡭す、ࡾ࠾てࢀ⌧㢧ⴭにࡀ

⛩で㝖ᰁ༊の⵳✚㔞は対↷༊の 1/2

ࡽ࠿ 1/6 とᑡࡗ࠿࡞た。ᰣᮌ┴のሙ

ྜは㝖ᰁຠ果ࡀ୙᫂░でࡾ࠶、㸯年

生⛩௨እでは対↷༊の⵳✚㔞ࡀ㝖

ᰁ༊の⵳✚㔞をୖᅇࡗていた。 

� 㱋ูに比㍑すると、඲体として

は、ᙜ年生⛩ࡽ࠿㱋とඹに⵳✚㔞ࡀ

ቑຍするഴྥࡾ࠶ࡀ、୧┴とࡶᴫࡡ

ྠᵝでࡗ࠶た。たࡔし、➉林にࡗࡼ

ては 1 年生ࡸ 2 年生で⵳✚㔞ࡀ㧗

 。たࡗ࠶ࡀとࡇる࡞ࡃ

� 㛗期間ヨ㦂を⥆ࡅてࡁたᐑᇛ┴

では、඲ての㱋の⛩で㝖ᰁ༊の᪉ࡀ

放射性セシウム濃度はపࡾ࡞ࡃ、⛩

༢఩の⵳✚㔞ࡶపୗしているࡇと

た。㝖ᰁのฎ⌮は一ࡗ࡞と࠿ࡽ᫂ࡀ

ᅇのࡳでࡾ࠶、ฎ⌮ᙜึはຠ果ࡀ⌧

2～1、ࡀたࡗ࠿࡞ていࢀ 年経㐣後

近年はฎ⌮の、ࢀ⌧ࡀฎ⌮ຠ果ࡽ࠿

ᙳ㡪ࡀ㏫㌿するࡇとࡃ࡞㝖ᰁ༊の

⛩の放射性セシウム濃度、⵳✚㔞とࡶにపୗしているࡇと࠿ࡽ᫂ࡀで࠶る。㝖ᰁฎ⌮作ᴗの

大ࡀるため、≉にຠ果࡞㝖ཤに࡞の放射性≀㉁の直᥋的ࡽ࠿個体ࢣ間ఆ（ఆ➉）は、タࡕ࠺

一ᅇの㝖ᰁ、ࡾ࠶作ᴗで࡞࠺ࡼ林ᩚഛとྠじ➉ࡁ࡭は通ᖖᐇ᪋するࢀࡇ。るࢀࡽ࠼⪄いとࡁ

ａ）宮城県 

 

ｂ）栃木県 

 

図 7.6.2.-8� ᐑᇛ┴（㹟）ཬࡧᰣᮌ┴（㹠）にタ⨨し

た対↷༊（：青）と㝖ᰁ༊（：赤）にࡅ࠾る 2019
年度の㱋ู⛩࠶たࡾの放射性セシウム⵳✚㔞 
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作ᴗ（リター㝖ཤཬ࢝ࡧリウム᪋⫧）とྜࡏࢃてしࡾ࠿ࡗと⾜ࡇ࠺とにࡾࡼ㝖ᰁຠ果ࡀᚓࡽ

た。ᰣᮌ┴は、2017ࡗ࠿ࢃࡀとࡇるࢀ 年度ࡽ࠿㝖ᰁヨ㦂を開ጞしたࡀ、数年観察してࡶຠ

果ࢀ⌧ࡀてࡁてい࡞い。原ᅉは、୧┴でᅵተの性㉁ࡗ࡞␗ࡀているࡇとにࡾࡼ、࢝ リウムᩓ

ᕸをᐇ᪋してࡶ᰿ࡽ࠿の྾཰㔞をῶᑡ࡞ࢀࡽࡏࡉいのでは࡞い࠿と⪃࠼ている。ࡲࢀࡇで

のㄪᰝࡽ࠿、タࢣの㒊఩ࡸ⛩ごとの放射性セシウム濃度のቑῶにࡘいてはࡀࡁࡘࡽࡤ大ࡁ

いࡶのの、➉林ෆの放射性セシウムの⛣⾜にࡘいてはẖ年ぢࢀࡽるഴྥは変ࡎࡽࢃ、Ᏻ定し

てࡁたと⪃ࢀࡽ࠼るため、ㄪᰝを⤊஢する᪉㔪で࠶る。 

 

࠙᫖年度ሗ࿌᭩のゞṇのࠚࡏࡽ▱࠾ 

௧࿴元年度ሗ࿌に࠾いて、ᮏ❶ 7.6.2.モウࢯウࢡࢳ林の放射性セシウムのࡕ࠺、モウࢯウࢳ

の⌧Ꮡ㔞推定ᘧに用いたࢡ 5 月のᙜ年生⛩の n の数ࡀ間違ࡗてࡲࡾ࠾した。῝࠾ࡃルࡧ⏦

しୖࡲࡆすととࡶに、௨ୗのとࡾ࠾ゞṇいたしࡲす。 

 

㸺ゞṇෆᐜ㸼 

௧࿴元年度 森林ෆにࡅ࠾る放射線≀㉁ᐇែᢕᥱㄪᰝ事ᴗሗ࿌᭩ 

83 ࣌ーࢪ 7 ⾜┠ 

（ㄗ）：5 月のᙜ年生⛩（n=40） 

（ṇ）：5 月のᙜ年生⛩（n=12） 

 

  




